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研究成果の概要： 

 
 本研究は、次の４つのアプローチを行なった。教師の認知に関する研究に関しては、教師の

認知と子どもの認知とのズレは学習方略、思考内容・思考過程などにおいて大きいことが明ら

かになった。単元開発に関する研究に関しては、単元開発の進め方（相互作用）によって教師

の学びに差があることが示された。校内・園内研修に関する研究に関しては、校内研究は必ず

しも教師の成長・発達におよびカリキュラム開発に関する知識創造が生起していないことが示

された。また、校内研究が十全に機能するためには、継続的な記録、互いが心理的に支え合う

文化（風土）、プライマリーグループの存在、組織へのコミットメントが関連することが示唆さ

れた。メンタリングに関しては、徒弟的関係に基づくメンタリングが行われ、心理社会的機能

が重視されていることが明らかになった。 
 
交付額 
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2005 年度 3,200,000 0 3,200,000 

2006 年度 4,300,000 0 4,300,000 

2007 年度 2,900,000 870,000 3,770,000 

2008 年度 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

総 計 13,900,000 1,920,000 15,820,000 
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１． 研究開始当初の背景 
幼稚園教育から大学教育まで学校教育を取
り巻く環境はめまぐるしく変化し続けている。
その一因としてグローバル化に伴い、それぞ
れの地域で行われてきた教育の質の明確化が
求められることがあげられよう。また、ＰＩ
ＳＡをはじめとする学力の国際比較調査もそ
のことを後押ししてきた。わが国においては、
ＰＩＳＡやＴＩＭＭＳの結果、順位や平均点
が後退している結果を受けて学力低下論争が
生じ、その結果として「ゆとり教育」の見直
しなど、学力向上が教育改革の大きな柱とな
っている。いわゆるナショナル・カリキュラ
ムを変えていけば学力が向上すると言わんば
かりである。 
しかしながら、１９８８年にナショナル・
カリキュラムが導入されたイギリスにおいて、
そのカリキュラムが実効するポイントは、教
師にあった。学校のカリキュラム全体をつく
るということなしに、ナショナル・カリキュ
ラムは有効に機能しなかったのである。その
流れの中で、近年、学校を基盤とした研修シ
ステムである校内研修システムが、教員養成
と現職教育、特に継続的な教師の専門性の発
達において有効であると捉えられるようにな
ってきた。アメリカにおける Professional 
Developmental School やイギリスにおける
Training School などはその考え方が反映し
ている。特に、我が国の教師教育システムの
特徴の1つである、授業研究が“lesson study”
として注目され、さまざまな形で行われるよ
うになってきた。しかしながら、個々の教師
の成長に焦点化され、学校を基盤としたカリ
キュラム開発と結びつけた捉え方はされてい
ないのが現状である。 
したがって、学校を基盤としたカリキュラ

ム開発と校内研修とをいかに結びつけるかが、
教育改革の大きな課題である。 
 

 
２． 研究の目的 

 
教師自身がカリキュラム開発を行っていく

ことができるような、すなわち、学校を基盤
としたカリキュラム開発を行っていくための
学校研修システムのあり方を検討する。 
具体的には、以下の 4つの研究領域について
個々に研究を行った。 
 
（１） 授業場面における教師の認知および

子どもの学習行動に関する研究 
 

学校研修システムがうまく機能するための
前提として、個々の教師の力量が問題となる。
特に、授業をどう認知し、それに基づく反省
的思考は重要である。研究目的は、教師によ
る子どもの学習方略の認知と子どもの認知と
のずれ、教師による子どもの思考過程の認知
と子どもとのずれを明らかにし、授業（教室）
における教師の認知の様相を明らかにするこ
とである。 
 
（２） 単元開発における教師の相互作用に

関する研究 
 
 小学校生活科の単元計画立案過程と幼小連
携における単元開発・実施・評価過程におけ
る教師間の相互作用を明らかにする。 
 
（３） 校内研修および園内研修の取組み、

特に教師間の相互作用に関する研究 
園内研修・校内研修の実情を明らかにする
とともに、小学校校内研修を対象に、教師間
の話し合いの内容及び新たな知識創造の様相
を明らかにするとともに、話し合いにおける
キーパーソンである教師の役割を同定する。 
また、校内研修を経験することによる教師
の組織コミットメントへの影響を明らかにす
る。 
 
（４） 初任者研修を中心としたメンタリン

グに関する研究 
 
 校内研修において教師同士の教え合いが重
要であるが、経験教師が若手教師にどのよう
に働きかけるか（メンタリング）を教育実習
および初任者研修を対象に明らかにするとと
もに、校内研修等で使えるビデオを活用した
システムの開発し、その評価を行う。 
 
 
３．研究の方法 
 
 共通して用いた方法は、授業および校内研
修・園内研修のビデオ録画とそれに基づくト
ランススクリプトを基本データとすることで
ある。 
（１） では、あわせて質問紙調査およびイ

ンタビュー調査を行なった。 
（２） では、メーリングリストを活用した

データ収集を行なった。 
（３） では、あわせてインタビュー調査お

よび質問紙調査を行なった 
（４） では、あわせて質問紙調査を行なっ

た。 



 
 分析は、基本としてはカテゴリ作成とそれ
に基づく内容分析を行なったが、一部、基本
統計と多変量解析を用いている。また、校内
研修の分析およびメンタリングの分析の一部
では、言語データを形態素分析から数量化Ⅲ
類を用いたテキストマイニングを行なった。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）教師の認知に関する研究 
ワークシート作成に関しては、教師が考え
る学習活動と生徒が行う活動にはかなりのギ
ャップがあり、生徒は「正しい」成果物を完
成させることに意識の向いていることが示唆
された．自分自身で選択した情報がワークシ
ートにほとんど見られず，この活動にあてら
れた時間に実質的な活動を行っていないと考
えられる生徒も存在し，自分でわざわざ情報
を探さなくても，後で黒板に示される「正答」
を書き写せば良いととらえていたと考えられ
た。 
 学習ストラテジーの認知については、教師
は個々の児童の認知を捉えることは学年当初
だけでなく１学期終了時点でも困難であった。
教師の教育理念に適合した学習ストラテジー
の認知は児童の認知と一致するが、新しいス
トラテジーなどは一致しなかった。それは教
師が自らの教育理念を授業などにおいて児童
に伝えていることによると考えられた。 
 教師による児童の思考過程の把握について
も困難であった。児童の思考結果を博できる
のが約５０％であり、思考過程についてはほ
とんど把握できないことが明らかになった。 
 
（２）単元開発に関する研究 
 生活科の単元開発において、校内研究が必
ずしも教師の成長・発達には機能していない
ことが明らかになった。情報伝達・確認とい
う場であり、新たな知識転換と獲得の場には
なっていなかった。 
 幼小連携の単元開発においては、授業日誌
法を中心としたカリキュラム開発のシステム
を作り、さらにメーリングリストを活用した
仕組みを構築した。そこでは、幼小の教師が
メンターの役割を果たしていることが明らか
になったとともに、カリキュラム開発の過程
で個々の教師が様々な学びをしていることが
示された。 
 
（３）校内・園内研修に関する研究 
 校内研修が、現状では教師の成長・発達お
よび学校を基盤としたカリキュラム開発には
必ずしも機能していないことが明らかになっ
た。その原因として、授業を検討する際に、
授業の背景などを考慮せず、指導法や子ども

の学習活動だけに焦点化するという教師の授
業の捉え方が示唆された。この問題を踏まえ
て、教師自身の省察に焦点化した園内研修の
試みを行なった。 
 校内研修がカリキュラムに関する知識創造
の場として機能するためには、知識コーチあ
るいはトランスフォーマーと言われる存在が
必要であるとの観点から、小学校校内研修を
分析したが、それらの役割を担う教師の存在
は必ずしも確認できなかった。それ故、校内
研修の話し合いが拡散する傾向が明らかにな
った。 
 校内研修への参加が、教師の組織コミット
メントを高めるかということに関して、全体
的な研修は必ずしも組織コミットメントを高
めないが、教師同士の相互作用がある研修で
は組織コミットメントを高めることが示され
た。 
 
（４）メンタリングに関する研究 
 教育実習における指導教師の働きかけが、
実習生の職業的アイデンティティ、省察、お
よび指導教師との関係に及ぼす影響を見た結
果、職業的アイデンティティの発達を必ずし
も促さず、関係は徒弟的関係にとどまり、省
察は対面指導が効果的であることが明らかに
なった。その理由としては、実習期間が短い
こと、実習期間での教育内容が多岐にわたり
量的に多いこと、教育実習に関する固定的な
見方などが考えられた。 
 初任者研修においては、On-going 法を組み
入れたビデオ活用システムを開発した。これ
は、指導教師の授業の問題把握をビデオで示
すことにより、初任者が問題把握を深めてい
くことを開発コンセプトとしているが、２名
の初任者において問題把握が深化することが
示された。 
 また、このシステムにおける指導教師のコ
メントの変容を分析すると、誉めるという社
会心理的な機能が中心にあり、キャリア機能
である教科の指導法よりも学級経営を中心と
した情報提供が多く行われていることが示さ
れた。 
 
以上の研究は、日本教育心理学会、イギリス
教育学会、ヨーロッパ教育学会で発表され、
研究成果報告書としてまとめられた。 
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